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国
際
貿
易
都
市
と
し
て
隆
盛

福
岡
市
は
住
み
よ
い
街
だ
と
言
わ
れ
る
。
開

放
的
な
風
土
や
、
人
々
の
い
い
意
味
で
の
「
軽

み
」
を
帯
び
た
気
質
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ

る
が
、
そ
れ
ら
は
、
こ
の
地
に
層
と
な
っ
て
折

り
重
な
る
歴
史
が
醸
成
し
て
き
た
も
の
で
あ
ろ

う
。弧

状
を
な
す
日
本
列
島
の
西
の
端
に
あ
っ
て
、

九
州
北
部
の
玄
界
灘
に
面
し
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大

陸
と
朝
鮮
半
島
に
近
接
す
る
こ
の
地
は
、
太
古

よ
り
、
大
陸
の
先
進
的
な
文
化
や
物
品
が
国
内

で
最
初
に
入
っ
て
く
る
場
所
で
あ
り
、
人
々
は

対
外
的
な
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
も
、
経
済

活
動
を
発
展
さ
せ
、
豊
か
で
賑
や
か
な
都
市
を

営
み
続
け
て
き
た
。

福
岡
市
博
物
館
で
は
、
展
示
に
よ
っ
て
こ
う

し
た
福
岡
市
の
自
画
像
を
描
こ
う
と
、
歴
史
や

文
化
、
考
古
、
民
族
に
関
わ
る
資
料
を
収
集
し

て
き
た
。
そ
れ
ら
を
介
し
て
歴
史
を
遡

さ
か
の
ぼっ

て
い

く
と
、
旧
石
器
時
代
や
縄
文
時
代
の
道
具
に
、

朝
鮮
半
島
の
も
の
と
の
類
似
性
が
あ
り
、
当
時

か
ら
の
対
外
交
流
の
存
在
を
示
唆
し
て
い
る
。

ま
た
、
弥
生
時
代
中
期
の
後
半
に
な
る
と
、

個
々
に
発
展
し
て
い
た
村
々
が
統
合
し
、
各
地

に
「
国
」
が
形
成
さ
れ
て
い
く
が
、
稲
作
文
化

の
先
進
地
帯
で
あ
っ
た
北
部
九
州
で
ひ
と
き
わ

大
き
な
勢
力
を
築
い
て
い
た
の
が
「
奴な

こ
く国

」
で

あ
る
。
現
存
す
る
遺
跡
や
遺
物
に
よ
る
と
、
福

岡
市
の
ル
ー
ツ
と
も
言
え
る
最
初
の
政
治
的
な

統
合
体
と
し
て
確
認
で
き
る
の
は
、
こ
の
奴
国

で
あ
っ
た
。

江
戸
時
代
後
期
の
天
明
４
（
１
７
８
４
）
年
、

金
印
「
漢か

ん
の
わ
の
な
の
こ
く
お
う

委
奴
国
王
」
が
志し

か
の
し
ま

賀
島
（
福
岡
県
東

区
）
で
発
見
さ
れ
た
。
中
国
の
歴
史
書
『
後
漢

書
』
に
、
西
暦
57
年
に
後
漢
の
光こ

う
ぶ武
帝て

い

が
「
倭わ

の

奴な
こ
く国
」
の
使
者
に
印い

ん
じ
ゅ綬
を
与
え
た
と
い
う
記
載

が
あ
り
、
そ
れ
が
こ
の
金
印
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
奴
国
を
は
じ
め
北
部
九
州
の
有
力
な
王
た

ち
が
、
朝
鮮
半
島
や
中
国
に
使
者
を
送
り
、
活

発
に
交
流
し
て
い
た
こ
と
は
、
市
内
か
ら
出
土

す
る
中
国
系
の
鏡
や
貨
幣
な
ど
が
雄
弁
に
物

語
っ
て
い
る
。
頻
繁
に
行
き
来
が
あ
り
、
こ
の

時
代
の
福
岡
は
ま
さ
に
大
陸
と
の
交
渉
の
表
舞

台
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

古
墳
時
代
か
ら
奈
良
、
平
安
時
代
は
「
日

本
」
と
い
う
国
家
が
形
づ
く
ら
れ
て
い
く
時
代

だ
が
、
豪
族
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
大
陸
と
の
結

び
つ
き
を
築
い
て
い
た
北
部
九
州
は
、
こ
と
さ

ら
重
要
な
土
地
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

福
岡
市
中
央
区
か
ら
遺
構
が
見
つ
か
っ
た

「
鴻こ

う
ろ
か
ん

臚
館
」
は
、
7
世
紀
後
半
か
ら
４
０
０
年
の

間
、
世
界
に
向
け
て
の
日
本
の
顔
だ
っ
た
。
鴻

臚
館
を
拠
点
に
、
ヤ
マ
ト
政
権
と
し
て
の
外
交

や
対
外
交
易
が
行
わ
れ
、
国
際
交
流
が
積
み
重

ね
ら
れ
て
い
っ
た
。

そ
の
後
、
交
易
拠
点
は
博
多
に
移
り
、「
博は

か

多た

綱こ
う
し
ゅ首

」
と
呼
ば
れ
る
博
多
に
居
住
す
る
宋

（
中
国
）
人
が
貿
易
の
担
い
手
と
な
り
、
博
多
は

国
際
貿
易
都
市
と
し
て
発
展
し
て
い
く
。

中
世
の
時
代
は
、
現
代
の
わ
れ
わ
れ
が
想
像

す
る
以
上
に
人
々
が
大
陸
と
頻
繁
に
往
来
し
て

お
り
、
物
品
だ
け
で
は
な
く
、
新
た
な
時
代
の

宗
教
や
思
想
も
入
っ
て
き
た
。
禅
宗
も
そ
の
一

つ
で
あ
り
、
日
本
に
禅
宗
を
広
め
、「
禅
宗
の

祖
」
と
呼
ば
れ
た
栄よ

う
さ
い西
は
、
博
多
か
ら
二
度
、

宋
に
渡
っ
た
が
、
最
初
の
入に

っ
そ
う宋

か
ら
帰
国
し
て

二
度
目
の
渡
航
ま
で
の
足
掛
け
15
年
間
、
博
多

湾
周
辺
一
帯
で
宗
教
活
動
を
し
て
い
る
。

福岡・博多の都市形成
にみる歴史と風土
九州大学名誉教授
福岡市博物館 館長

有馬 学
Manabu ARIMA
鹿児島県出身。1971 年東京大学文学部卒業、76 年同大学院人文科学研究
科博士課程単位取得満期退学。九州大学文学部教授、同大学院比較社会
文化研究科教授を経て、2009 年に停年退職。2012 年から福岡市博物館館
長。歴史学者、専門は日本近代史。著書に『日本の近代 4「国際化」の
中の帝国日本』、『日本の歴史 23　帝国の昭和』などがある。

アジアに最も近い都市、福岡。
古来、この地の人々は、大陸との交流を通して豊かな都市を営んできた。
積み重ねてきた特色ある歴史と、その歴史の地層に育まれてきた都市の個性。
住みよい街との評価が高い福岡の成り立ちを探る。

基調報告 42

取材・構成◉茶木　環／撮影◉三好邦次



5 MINTETSU AUTUMN 2015

庶
民
文
化
の
開
花

14
世
紀
の
南
北
朝
時
代
以
降
は
、
国
際
貿
易

都
市
の
博
多
を
め
ぐ
っ
て
争
い
が
繰
り
返
さ
れ
、

戦
国
時
代
、
博
多
は
戦
乱
に
巻
き
込
ま
れ
、
幾

度
か
焼
き
打
ち
に
あ
っ
た
。
天
正
15
（
１
５
８ 

７
）
年
、
九
州
平
定
に
よ
り
、
博
多
の
戦
国
時

代
に
終
止
符
を
打
っ
た
豊
臣
秀
吉
は
、
戦
乱
で

荒
廃
し
た
街
の
復
興
に
着
手
す
る
。
後
に

「
太た

い
こ
う閤

町ま
ち

割わ
り

」
と
呼
ば
れ
る
大
規
模
な
区
画
整
理

で
、
こ
の
街
区
は
現
代
の
福
岡
の
都
市
構
造
に

通
じ
る
と
こ
ろ
も
多
い
。

福
岡
の
生
み
の
親
、
黒
田
孝
高
（
官
兵
衛
）・

長
政
父
子
は
、
織
田
信
長
や
豊
臣
秀
吉
、
徳
川

家
康
と
い
っ
た
天
下
統
一
を
狙
う
有
力
な
武
将

の
下
で
活
躍
し
た
。

長
政
は
、
慶
長
5
（
１
６
０
０
）
年
、
関
ヶ

原
の
戦
い
の
功
績
で
家
康
か
ら
筑
前
国
を
与
え

ら
れ
て
初
代
福
岡
藩
主
と
な
り
、
７
年
の
歳
月

を
か
け
て
、
博
多
の
西
隣
に
福
岡
城
と
そ
の
城

下
町
を
築
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
新
た
な
武
士

の
町
「
福
岡
」
と
商
人
の
町
「
博
多
」、
那な

か

が

わ

珂
川

を
境
界
と
し
て
新
旧
の
町
が
共
存
す
る
双
子
都

市
が
誕
生
す
る
。

江
戸
期
の
鎖
国
政
策
で
、
国
際
貿
易
都
市
と

し
て
の
役
割
を
無
く
し
た
博
多
は
、
商
工
業
都

市
と
し
て
整
備
さ
れ
、
近
世
城
下
町
の
一
部
に

組
み
込
ま
れ
、
二
人
の
町
奉
行
の
下
、
自
治
が

行
わ
れ
た
。

参
勤
交
代
の
制
度
化
や
海
運
業
の
発
展
に
伴

い
、
各
地
の
産
物
や
文
化
が
福
岡
と
博
多
に
持

ち
込
ま
れ
、
庶
民
の
娯
楽
で
も
あ
っ
た
祭
り
や

行
事
も
賑
や
か
さ
を
増
し
、
一
時
期
途
絶
え
て

い
た
年
賀
行
事
の
松ま

つ
ば
や
し

囃
子
が
再
開
。
筥は

こ
ざ
き
ぐ
う

崎
宮
放ほ

う

生じ
ょ
う

会や

も
再
興
さ
れ
、
博
多
祇
園
山
笠
で
は
追
い

山
が
始
ま
り
、
現
在
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

福
岡
市
の
誕
生

明
治
４
（
１
８
７
１
）
年
、
廃
藩
置
県
に

よ
っ
て
福
岡
県
が
成
立
し
た
。
そ
の
5
年
後
、

旧
藩
単
位
で
設
定
さ
れ
た
県
域
が
再
編
さ
れ
、

ほ
ぼ
現
在
の
県
域
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

福
岡
県
庁
は
福
岡
城
内
か
ら
「
天
神
」
に
移
転

し
、
天
神
地
区
に
官
公
庁
街
が
形
成
さ
れ
て
い

く
。
明
治
22
（
１
８
８
９
）
年
４
月
１
日
、
市

制
施
行
に
よ
り
、
現
在
の
中
央
区
の
一
部
と
博

多
区
の
一
部
を
合
わ
せ
た
福
岡
市
が
誕
生
し
た
。

市
の
名
前
を
「
福
岡
」
に
す
る
か
「
博
多
」
に

す
る
か
で
議
会
は
紛
糾
し
た
が
、
議
長
の
採
決

で
「
福
岡
市
」
に
決
ま
っ
た
。

明
治
期
に
入
り
、
変
貌
を
遂
げ
る
福
岡
市
で

は
あ
っ
た
が
、
当
時
は
必
ず
し
も
「
九
州
の
中

心
地
」
と
い
う
位
置
付
け
で
は
な
か
っ
た
。
人

口
は
、
江
戸
時
代
に
国
内
で
唯
一
の
貿
易
港
で

あ
っ
た
長
崎
市
の
方
が
多
か
っ
た
。
旧
制
の
高

等
教
育
機
関
も
、
明
治
20
（
１
８
８
７
）
年
に

ナ
ン
バ
ー
ス
ク
ー
ル
の
第
五
高
等
学
校
（
現
・

熊
本
大
学
）、
明
治
34
（
１
９
０
１
）
年
に
第
七

高
等
学
校
造
士
館
（
現
・
鹿
児
島
大
学
）
が
設

立
さ
れ
て
い
る
。
長
崎
、
熊
本
と
の
誘
致
合
戦

の
末
に
明
治
36
（
１
９
０
３
）
年
に
京
都
帝
国

大
学
福
岡
医
科
大
学
が
福
岡
に
設
置
さ
れ
、
さ

ら
に
そ
れ
が
明
治
44
（
１
９
１
１
）
年
に
九
州

帝
国
大
学
（
現
・
九
州
大
学
）
と
な
っ
た
こ
と

は
、
こ
の
頃
よ
う
や
く
福
岡
市
が
九
州
の
中
心

都
市
の
位
置
を
占
め
始
め
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。さ

ら
に
産
業
化
と
い
う
点
で
は
、
現
在
の
北

九
州
市
の
方
が
早
い
。
門
司
港
が
港
湾
機
能
を
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拡
大
し
て
、
明
治
22
（
１
８
８
９
）
年
に
国
の

特
別
輸
出
港
と
な
り
、
小
倉
駅
は
、
現
在
の
Ｊ

Ｒ
九
州
の
鹿
児
島
本
線
と
日
豊
本
線
の
結
節
点

で
あ
り
、
交
通
の
要
衝
と
な
っ
て
い
た
。
明
治

34
（
１
９
０
１
）
年
に
官
営
の
八
幡
製
鐵
所
が

操
業
を
開
始
し
て
以
降
、
工
場
や
関
連
分
野
の

産
業
が
集
積
し
、
重
化
学
工
業
に
よ
っ
て
栄
え

て
い
っ
た
。
新
聞
社
な
ど
も
小
倉
を
九
州
の
拠

点
と
し
て
い
た
歴
史
が
あ
る
。

当
時
は
近
代
都
市
イ
コ
ー
ル
工
業
都
市
で
あ

り
、
福
岡
市
も
博
多
港
を
整
備
し
て
工
業
都
市

を
目
指
し
た
が
、
北
九
州
の
諸
都
市
の
圧
倒
的

な
経
済
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
前
で
は
実
現
し
な

か
っ
た
。

九
州
随
一
の
都
市
へ
の
飛
躍

近
代
都
市
と
し
て
、
福
岡
市
の
都
市
集
積
が

本
格
化
し
た
の
は
、
明
治
期
も
終
わ
り
に
な
っ

て
か
ら
だ
。
明
治
43
（
１
９
１
０
）
年
、
福
岡

県
の
主
催
で
九
州
沖
縄
八
県
連
合
の
共
進
会
が

開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
当
時
、
欧
米
諸
国
が

行
っ
て
い
た
万
国
博
覧
会
に
倣
っ
た
イ
ベ
ン
ト

で
、
こ
れ
を
契
機
に
路
面
電
車
が
開
業
、
道
路

や
橋
の
整
備
が
一
気
に
進
め
ら
れ
た
。
中
洲
地

区
に
飲
食
店
や
劇
場
な
ど
が
集
ま
る
よ
う
に

な
っ
た
の
も
、
こ
の
頃
を
端
緒
と
し
て
お
り
、

現
在
の
天
神
地
区
の
市
街
地
の
基
礎
は
、
こ
の

会
場
整
備
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。
共
進

会
の
終
了
後
は
、
中
央
官
庁
の
出
先
機
関
や
東

京
・
大
阪
に
本
社
を
持
つ
会
社
や
銀
行
な
ど
の

支
店
の
立
地
に
つ
な
が
り
、
福
岡
市
は
「
支
店

経
済
都
市
」
と
し
て
発
展
し
た
。

し
か
し
、
福
岡
市
が
近
代
都
市
と
し
て
他
に

比
べ
て
群
を
抜
い
た
存
在
と
な
っ
た
の
は
、
大

正
の
終
わ
り
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
で
あ
る
。

昭
和
10
（
１
９
３
５
）
年
頃
ま
で
に
デ
パ
ー
ト

の
よ
う
な
新
し
い
商
業
施
設
が
開
業
し
、
映
画

館
な
ど
の
大
衆
娯
楽
施
設
が
集
積
す
る
な
ど
、

ち
ょ
っ
と
し
た
モ
ダ
ン
都
市
の
様
相
を
呈
し
て

く
る
。

一
方
、
現
在
の
よ
う
な
広
域
中
心
都
市
的
な

イ
メ
ー
ジ
の
福
岡
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、

昭
和
30
年
代
か
ら
の
高
度
経
済
成
長
期
を
背
景

に
、
商
業
集
積
や
メ
デ
ィ
ア
の
集
積
な
ど
に
よ

り
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
天
神
地
区
の
開

発
が
進
み
、
昭
和
40
年
代
か
ら
50
年
代
初
頭
に

か
け
て
、
商
業
施
設
が
続
々
と
誕
生
し
た
。
昭

和
51
（
１
９
７
６
）
年
に
は
天
神
地
下
街
が

オ
ー
プ
ン
し
た
が
、
地
下
街
の
歩
行
通
路
に
石

畳
を
敷
き
、
外
国
語
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
流
す
と

い
う
の
は
、
い
か
に
も
こ
の
地
ら
し
い
、
新
し

も
の
好
き
の
「
軽
み
」
が
表
れ
て
い
る
よ
う
に

思
う
。

一
方
の
博
多
地
区
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
街
と
し
て

発
展
し
た
。
昭
和
50
年
に
は
山
陽
新
幹
線
博
多

駅
が
開
業
し
、
福
岡
は
ビ
ジ
ネ
ス
・
観
光
両
面

に
お
け
る
九
州
の
中
枢
都
市
と
し
て
、
そ
の
位

置
を
確
立
し
て
い
く
。
福
岡
は
、
日
本
社
会
全

体
が
運
輸･

通
信･

サ
ー
ビ
ス
産
業
を
拡
大
し

て
い
く
時
流
に
う
ま
く
乗
っ
て
、
近
代
都
市
と

し
て
の
体
裁
を
整
え
て
き
た
と
も
言
え
る
。

ま
た
、
福
岡
市
の
市
制
施
行
１
０
０
周
年
を

記
念
し
て
、
平
成
元
（
１
９
８
９
）
年
に
埋
立

地
の
百も

も

道ち

浜は
ま

で
開
催
さ
れ
た
「
よ
か
ト
ピ
ア

（
ア
ジ
ア
太
平
洋
博
覧
会
―
福
岡
’89
）」
の
会
場

跡
地
は
再
開
発
さ
れ
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
福
岡

タ
ワ
ー
や
福
岡
市
博
物
館
、
福
岡
ヤ
フ
オ
ク
！

ド
ー
ム
な
ど
が
集
積
す
る
新
た
な
街
と
な
り
、

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
国
際
交
流
拠
点
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
近
代
の
歴
史
を
見
る
と
、
福
岡
市

は
、
歴
史
は
古
い
が
近
代
的
な
都
市
性
と
い
う

意
味
で
は
新
し
い
地
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

工
業
都
市
に
は
な
ら
ず
に
１
５
０
万
都
市
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
近
代
都
市
と
し
て
は
非
常
に

珍
し
い
ケ
ー
ス
だ
と
言
え
る
。　

上
書
き
都
市
・
福
岡

福
岡
市
は
、
特
に
江
戸
期
以
前
が
顕
著
で
あ

る
が
、
豊
か
な
利
潤
を
求
め
て
、
頻
繁
に
新
興

勢
力
や
外
国
人
が
出
入
り
し
、
こ
の
地
に
影
響

力
を
持
つ
政
治
勢
力
が
交
代
を
繰
り
返
し
て
き

た
。
そ
う
し
た
歴
史
的
な
背
景
が
こ
の
地
の
風

土
や
人
々
の
気
質
を
つ
く
っ
て
き
た
と
言
え
る
。

古
い
歴
史
を
持
ち
、
支
配
者
が
交
代
を
繰
り

返
し
て
き
た
と
い
う
点
で
は
京
都
と
似
て
い
る

が
、
現
在
の
福
岡
を
見
る
と
、
京
都
と
異
な
っ

て
福
岡
に
は
歴
史
が
も
た
ら
す
重
苦
し
い
も
の

が
な
い
。
重
厚
長
大
な
も
の
を
累
積
さ
せ
て
こ

な
か
っ
た
、
そ
の
身
軽
さ
こ
そ
が
こ
の
地
の
本

質
を
つ
く
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
長
ら
く
対
外
貿
易
の
中
心
地
と
し
て

栄
え
て
き
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
地
が
生
産

の
場
で
は
な
く
、
情
報
の
行
き
交
う
場
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

近
代
に
お
い
て
、
工
業
都
市
と
し
て
で
は
な
く
、

商
業
・
情
報
都
市
と
し
て
発
展
し
た
の
だ
ろ
う
。

支
店
経
済
都
市
と
い
う
身
軽
さ
も
、
う
ま
く
作

用
し
た
は
ず
だ
。
新
し
さ
、
面
白
さ
が
歓
迎
さ

れ
る
。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
ゲ
ー

ム
産
業
の
先
駆
者
的
な
人
物
を
福
岡
市
は
多
く

輩
出
し
て
い
る
。

支
店
経
済
と
い
う
表
現
は
、
か
つ
て
批
判

的
・
揶
揄
的
に
使
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
今
、

そ
の
よ
う
な
表
現
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
い
。

重
厚
長
大
な
も
の
を
持
た
な
い
福
岡
市
は
、
そ

れ
故
に
消
費
を
呼
び
、
新
た
な
都
市
集
積
を
生

み
出
し
て
い
る
。
で
は
、
そ
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
歴
史
的
な
も
の
は
無
い
か
と
い
う
と
、

そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。

こ
う
し
た
福
岡
市
の
特
性
に
つ
い
て
表
す
時

に
、
私
は
最
近
、「
上
書
き
都
市
・
福
岡
」
と
い

う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
。
支
配
者
の
交
代
や
時

代
の
流
れ
に
よ
っ
て
古
い
も
の
の
上
に
新
し
い

も
の
が
造
ら
れ
、
都
市
は
上
書
き
さ
れ
、
変
化
、

あ
る
い
は
進
化
し
て
い
く
。
し
か
し
注
目
す
べ

き
点
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
上
書
き
と
同
様

に
、
古
い
デ
ー
タ
は
完
全
に
消
え
て
無
く
な
る

わ
け
で
は
な
く
、
新
た
な
デ
ー
タ
の
下
層
部
に

残
っ
て
い
る
点
だ
。
実
際
に
開
発
の
進
展
に
伴

う
発
掘
調
査
で
、
サ
ル
ベ
ー
ジ
さ
れ
て
歴
史
の

古
層
が
あ
ら
わ
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
が
実
に
多
い
。

福
岡
市
営
地
下
鉄
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査

（
昭
和
52
年
～
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
市
内
の
道

路
の
拡
幅
や
ビ
ル
の
建
て
替
え
に
伴
う
発
掘
調

査
で
、
弥
生
時
代
か
ら
近
世
に
及
ぶ
お
び
た
だ

し
い
遺
跡
群
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
ご
く
最
近

で
は
、
福
岡
市
博
物
館
近
辺
の
西に

し
じ
ん新
町
遺
跡
は

県
立
修し

ゅ
う
ゆ
う猷
館か

ん

高
等
学
校
の
建
て
替
え
工
事
で
発

見
さ
れ
た
も
の
だ
。
ま
た
、
福
岡
城
内
に
建
設

さ
れ
た
平
和
台
球
場
の
改
修
工
事
の
発
掘
調
査

（
昭
和
62
年
）
で
は
、
鴻
臚
館
の
遺
構
と
い
う
超

一
級
の
歴
史
的
遺
産
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
も
、
ま
さ
に
現
代
の
街
が
遺
跡
の

上
に
乗
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
。

福
岡
市
の
街
中
で
は
、
特
に
こ
こ
40
年
ほ
ど

の
間
に
、
パ
ズ
ル
の
ピ
ー
ス
を
埋
め
て
い
く
か

の
よ
う
に
、
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
発
見
や
発
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掘
が
続
い
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
基
に
考
古
学
者

た
ち
が
イ
メ
ー
ジ
を
つ
な
い
で
い
る
。
こ
う
し

た
発
見
の
連
鎖
に
よ
っ
て
、
瓢ひ

ょ
う
た
ん箪

の
よ
う
な
地

形
の
上
に
立
地
し
た
中
世
の
博
多
の
都
市
景
観

も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
文
献
資

料
の
中
で
触
れ
て
い
た
歴
史
が
、
こ
う
し
た
遺

跡
や
遺
物
の
発
見
に
よ
っ
て
、
形
を
伴
っ
て

徐
々
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
歴
史
研

究
に
と
っ
て
、
非
常
に
意
義
深
い
。

何
よ
り
面
白
い
の
が
、
新
た
な
街
を
つ
く
る

た
め
の
工
事
、
す
な
わ
ち
街
を
上
書
き
す
る
行

為
に
よ
っ
て
、
古
い
歴
史
が
ど
ん
ど
ん
姿
を
現

し
て
く
る
こ
と
だ
。
こ
れ
は
福
岡
市
の
歴
史
が

層
を
成
し
て
い
る
状
態
だ
か
ら
こ
そ
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
場
所
は
多
く
は
な
い
だ
ろ
う
。

２
年
前
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
福
岡
市
博
物

館
の
常
設
展
示
は
、
ま
ず
金
印
の
実
物
を
見
て

い
た
だ
い
て
そ
の
背
景
を
解
説
し
、
そ
れ
か
ら

旧
石
器
時
代
や
縄
文
時
代
、
奴
国
の
時
代
、
鴻

臚
館
の
時
代
、
博
多
綱
首
の
時
代
、
博
多
豪
商

の
時
代
、
福
岡
藩
の
時
代
、
近
代
都
市
・
福
岡

の
時
代
、
そ
し
て
現
代
の
福
岡
と
い
う
カ
テ
ゴ

リ
ー
で
分
け
て
い
る
。
大
き
な
特
徴
は
、
中
央

政
権
の
所
在
に
よ
る
時
代
区
分
で
は
な
く
、
こ

の
地
域
独
自
の
価
値
観
に
基
づ
く
時
代
区
分
で

展
示
を
見
せ
よ
う
と
し
て
い
る
点
だ
。

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
ご
と
の
展
示
は
必
ず
し
も

壁
で
囲
わ
れ
て
い
な
い
。
特
に
近
代
の
展
示
と

民
族
展
示
は
、
低
い
仕
切
り
越
し
に
相
互
に
見

通
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
過
去
と
現
在
は

相
互
に
行
き
来
す
る
世
界
で
あ
り
、
現
在
か
ら

透
か
し
て
過
去
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ

に
も
、
歴
史
の
古
層
と
上
書
き
と
い
う
理
念
が

に
じ
み
出
て
い
る
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
博
物
館
と
し
て
幸
運
だ
っ
た
の
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
調
査
に
よ
る
新
し
い
成
果
が
開
館

に
前
後
し
て
相
次
い
で
公
開
さ
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
昭
和
50
（
１
９
７
５
）

年
に
韓
国
南
西
部
の
新
安
沖
で
一
艘
の
沈
没
船

が
発
見
さ
れ
、
水
中
考
古
学
が
ア
ジ
ア
で
最
初

に
話
題
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
京
都
の
東
福
寺
が

派
遣
し
た
造
営
料
唐
船
で
、
博
多
承
天
寺
の
塔

頭
・
釣ち

ょ
う

寂じ
ゃ
く

庵あ
ん

が
経
営
を
担
い
、
筥
崎
宮
も
関
与

し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
博
多
へ
向
か
う
途
中
で

難
破
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
沈
没
船
か

ら
は
、
人
名
が
記
載
さ
れ
た
木
簡
が
多
数
発
見

さ
れ
た
が
、
日
本
人
名
ば
か
り
だ
っ
た
。
こ
れ

は
貿
易
の
実
質
的
な
主
導
権
が
中
国
人
か
ら
日

本
人
に
移
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
さ

に
物
が
歴
史
の
事
実
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、

開
館
時
の
目
玉
の
一
つ
と
し
て
、
韓
国
で
レ
プ

リ
カ
を
作
っ
て
も
ら
っ
て
展
示
し
た
。
こ
う
し

た
発
見
は
開
館
後
も
多
く
あ
る
た
め
、
博
物
館

は
２
年
前
に
一
度
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
、
最

新
の
成
果
を
展
示
に
盛
り
込
ん
で
い
る
。

福
岡
市
博
物
館
は
、
よ
か
ト
ピ
ア
（
ア
ジ
ア

太
平
洋
博
覧
会
）
の
パ
ビ
リ
オ
ン
と
し
て
１
年

間
使
用
し
た
後
に
博
物
館
と
し
て
開
館
、
今
年

で
25
周
年
を
迎
え
る
。
つ
ま
り
、
博
物
館
の
歴

史
は
、
同
じ
埋
立
地
に
建
設
さ
れ
た
百
道
浜
と

い
う
街
の
歴
史
と
重
な
っ
て
い
る
。

今
秋
に
は
開
館
記
念
日
を
中
心
に
、
金
印
発

見
の
地
で
あ
る
志
賀
島
か
ら
、
金
印
の
現
住
所

で
あ
る
百
道
浜
ま
で
の
一
帯
を
「
金
印
ロ
ー
ド
」

と
名
付
け
、
地
域
と
一
体
に
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
最
新
の
発
掘
成
果
を
取
り
入
れ
た
特

別
展
「
新
・
奴
国
展
」
を
10
月
17
日
か
ら
12
月

13
日
ま
で
予
定
し
て
い
る
。

歴
史
が
祭
り
気
質
を
醸
成

福
岡
市
博
物
館
の
常
設
展
示
の
最
後
は
、

「
福
博
人
生
」
―
―
現
代
の
福
岡
に
生
き
る
架
空

の
四
世
代
家
族
を
通
し
て
、
生
活
習
慣
や
儀
礼
、

地
域
の
人
々
の
生
き
方
や
価
値
観
な
ど
を
説
明

し
、「
山
笠
の
世
界
」
す
な
わ
ち
祭
り
で
終
わ

る
。歴

史
あ
る
商
都
で
あ
り
多
様
な
人
々
と
接
し

て
き
た
だ
け
に
、
こ
の
地
の
人
た
ち
に
は
他
所

に
は
な
い
独
特
の
気
質
が
醸
成
さ
れ
て
き
た
。

一
般
的
に
、「
お
お
ら
か
で
陽
気
、
熱
中
し
や
す

い
が
飽
き
や
す
い
、
物
怖
じ
し
な
い
が
恥
ず
か

し
が
り
屋
」
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
の
気
性
は
伝

統
的
で
か
つ
創
造
的
な
博
多
の
生
活
ス
タ
イ
ル

を
生
み
出
し
た
。
ま
た
、「
新
し
も
の
好
き
」

「
面
白
が
り
」
と
い
う
気
質
も
あ
る
。
そ
の
一
方

で
、
義
理
堅
く
、
近
所
づ
き
あ
い
を
何
よ
り
も

大
切
に
す
る
。

福
岡
市
に
は
、
博
多
祇
園
山
笠
や
博
多
ど
ん

た
く
な
ど
全
国
的
に
も
有
名
な
祭
り
を
は
じ
め

さ
ま
ざ
ま
な
祭
り
が
あ
る
が
、
祭
り
が
栄
え
て

き
た
の
は
、
人
々
の
気
質
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
。

こ
う
し
た
人
々
に
と
っ
て
、
山
笠
は
、
家
族

や
地
域
の
結
束
を
維
持
し
、
伝
統
を
守
り
、
か

つ
創
造
し
、
文
化
を
発
信
し
て
多
く
の
人
を
呼

び
集
め
る
仕
掛
け
な
の
だ
ろ
う
。
山
笠
に
は
都

市
と
地
域
社
会
を
維
持
し
、
再
生
す
る
力
が
あ

る
。　山

笠
を
は
じ
め
と
し
た
祭
り
が
存
在
し
、

人
々
の
宝
と
し
て
引
き
継
が
れ
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
福
岡
市
の
街
は
幾
層
に
も
成
っ
た
歴
史
の

上
書
き
を
繰
り
返
し
、
し
か
し
過
去
を
抹
殺
す

る
こ
と
な
く
、
今
も
進
化
し
続
け
て
い
る
の
だ

ろ
う
。
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